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ざまな Web ブラウザが使われるように
なっている。【図 1】

これはモバイルの普及が大きく影響
しており、単純に Windows を標準とし
た Web ブラウザよりも、モバイルを含
めたさまざまな OS に対応した高機能な
Web ブラウザが標準となってきている。

そのため、Web アプリケーションも
各種 Web ブラウザに対応した動作を求
められることが多くなってきた。いわゆ
るクロスブラウザ対応である。

JC/400 の Web アプリケーションの
動作環境は、従来の IE に限定されるが、
こうした背景に合わせた Web アプリ
ケーションへの対応方法が用意されてい
る。 そ れ は JC/400 の 後 継 で あ る
SmartPad4i（以下、SP4i）へのマイグ
レーションである。

SP4i では前述のクロスブラウザ対応
に加え、モバイルでもハイブリッド
Web アプリケーションとして使用可能
である。

モバイルでは、カメラや GPS などの
ネイティブ機能も活用することが可能で

1.はじめに
最近の Web アプリケーションは C/S

アプリケーションと近い機能や操作性を
持ち、基幹システムの一部として利用さ
れることも多くなっている。C/S アプ
リケーションと比べて便利な点は、PC
にあらかじめ搭載された Web ブラウザ
で動作するため、運用環境の構築が非常
に容易な点である。

JC/400 は、そうした Web アプリケー
ションを IBM i の RPG を中心に開発で
きるツールとして実績がある。

しかし Web アプリケーションもここ
数年で大きく環境が変わってきている。
それは Web ブラウザが多様化したこと
である。

以前は Windows にインストールされ
ている Internet Explorer（以下、IE）
が標準 Web ブラウザとして使われるこ
とが圧倒的に多く、Web アプリケーショ
ンも IE の動作を基準としていた。しか
し 最 近 は、Google Chrome（ 以 下、
Chrome）や Safari、Firefox などさま

ある。もちろん SP4i は JC/400 の後継
であるため、仕組みとしては大きく変わ
らず、ほとんどの部分は SP4i がアーキ
テクチャの違いを吸収してくれる。その
ため、マイグレーションでは JC/400 の
プログラムを若干手直しすることで、そ
のまま移行できる。

本稿では、JC/400 から SP4i へプロ
グラムのマイグレーションを題材に手順
やポイントを説明する。

＊マイグレーション対象の SP4i は 2018
年 8 月 時 点 で 最 新 バ ー ジ ョ ン の
SmartPad4iV2.1.8D とする。

2.�システム環境・設定の
違い

JC/400 から SP4i へのプログラムの
マイグレーションを行う前に、環境の違
いを把握しておく。RPG を中心として
アプリケーションを開発・実行できる大
きな仕組みは SP4i でも変わらないが、
サブシステム名やポートなどは製品が異
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図3　プロジェクトを読み込む

図2　SP4iサブシステム

図1　Webブラウザの使用率
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れている RPG プログラムを SP4i の形
式へ自動的に組み換えることができる。
これでプロジェクトの変更は完了であ
る。

3-2.�IBM�iプログラムのマイグレー
ション

次に、IBM i のプログラムについて
SP4i で変更すべき点を確認する。IBM i
のプログラムは CL と RPG の 2 つで構
成されている。

①環境設定用の CL プログラム
CL プログラムでは、実行時にライブ

ラリリストを設定している。JC/400 で
は JACI400DEV、JACI400 というライ
ブラリを使用しているが、SP4i では
SP4I というライブラリに変わるため、
この記述を変更する必要がある。【ソー
ス 1】

XXXLIB はプロジェクトのライブラ
リを指す。

②メインの RPG プログラム
RPG プログラムのロジックは変更す

る必要がなく、定型的な変更作業になる。
これは JC/400 で用意されている RPG
上の API やフィールド変数の名前が
SP4i 用に変わっているために行う作業
である。ただし、3-1 の作業で基本的に
は自動で変更が適用されているので、ほ
とんど変更の必要はない。

プログラムの内容によっては自動変
換できない部分も残ってしまうが、コン
パイルすると必ずエラーになるため、エ
ラーになった部分を定型的に置き換える
作業となる。API やフィールド変数は
数が多いため、ソースの変更例ではなく、
リストとして【図 8】【図 9】【図 10】に
まとめているので作業時に参考いただき
たい。

コンパイルが無事通れば、IBM i プロ
グラム変更は完了である。 

3-3.�画面プログラムのマイグレー�
ション

画 面 プ ロ グ ラ ム は HTML と Java 
Script で構成される。独自に作り込ん
でいる画面プログラムは自由度が高いた
め、本稿ですべての変更点を挙げること

3-1.プロジェクトのマイグレーション�
アプリケーションのプロジェクトに

は全体のソース構成や設定が保存されて
いる。JC/400 では［JC/400 Designer］
というツールを使ってプロジェクトを作
成したり、IBM i への RPG プログラム
の自動生成を行うが、SP4i でも同様の
ツール［SmartPad4i Designer］が用
意 さ れ て い る。 こ の［SmartPad4i 
Designer］を使って JC/400 の既存プロ
ジェクトを読み込み、再配布を行う。

詳しい手順は次のとおりである。

SmartPad4i	Designer の操作手順
①プロジェクトを読み込む

SmartPad4i Designer の「ファイル」
メニューから拡張子が jdp のプロジェク
トファイルを選択して読み込む。【図 3】

②配布の接続設定を行う
読み込んだプロジェクトの設定は

JC/400 のままになっているため、接続
はキャンセルして、接続設定のポート番
号を変更する。ポート番号は前章で述べ
たとおり 19004 になる。【図 4】

③配布先の設定を行う
SmartPad4i Designer の「オプショ

ン」メニューから HTML ファイルのパ
スと WEB サーバーの配布先のパスを設
定する。【図 5】

HTML ファイルパスは SP4i の場合、
次のようなパスになるので変更が必要で
ある（SmartPad4i の製品パスが含まれ
る）。
「Web サ ー バ ー \htdocs\ja_JP\

smartpad4i\html\ ライブラリ名」

WEB サーバーへの配布ルートの選択
については、JC/400 と同じであれば変
更の必要はない。

④配布を行う
SmartPad4i Designer の「配布」メ

ニューから IBM i へ配布を行い、既存
の RPG を更新する。【図 6】

同様に「配布」メニューから WEB サー
バーへ配布を行う。【図 7】

この作業によって、JC/400 で構成さ

なるため、刷新されている。（＊ SP4i
の初期バージョンでは JC/400 と共通の
部分もある）

まず、サブシステムはログインメ
ニューとアプリケーションの 2 つが稼働
しており、次のような違いがある。【図 2】

●ログインメニューのサブシステム
CO405JTCP　→　CO406JTCP 

●アプリケーションのサブシステム
JACI400　→　SP4I

実際のプログラムでこのサブシステ
ム名の違いを考慮する必要はないが、実
行するジョブの確認などで重要になって
くるので、新しいサブシステム名を把握
しておく必要がある。

また接続するポート番号も 19003 か
ら 19004 に 変 更 と な っ て い る の で、
Web サーバー環境や Designer（後述）
の接続設定では注意していただきたい。

これらの新しい環境を前提に、次の章
からはプログラムのマイグレーションに
ついて詳しくポイントを説明する。

3.�プログラムのマイグ
レーションポイント

JC/400 のプログラムを SP4i のプロ
グラムにマイグレーションするにあたっ
て、プログラムを 3 つのカテゴリに分け
てポイント整理する。

①プロジェクト
- アプリケーション全体の構成や設定

② IBM i プログラム
- 環境設定の CL プログラムやメイン

となる RPG プログラム

③画面プログラム
- 画面を構成する HTML や JavaScript

プログラム

これら 3 つのカテゴリのプログラム
が JC/400 のアプリケーションを構成し
ているので、これらに若干の変更を加え
れば SP4i のアプリケーションとして使
用可能である。

本章では、この 3 つをカテゴリごと
に変更ポイントとしてまとめている。
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図5　接続設定

図4　接続設定
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ログオンの機能が便利に強化されてい
る。

自動ログオン機能を使用する場合、ロ
グオンの入力を省略する代わりに、固定
のアカウントが使用される。

JC/400 では、signon.txt というアカ
ウントファイルで固定のユーザープロ
ファイルを指定できる。これで自動ログ
オン可能だが、ログオンするユーザーは
signon.txt のユーザープロファイルに固
定されてしまう。

この機能が強化された SP4i では自動
ログオンに使うアカウントファイルを
HTML ごとに指定できるようになって
いる。具体的には name 属性 SIGNON
の value 値に「自動ログオンするアカウ
ントファイル」を設定できる。【ソース 4】

この SP4i の自動ログオンの仕組みに
よって、JC/400 で固定されていたユー
ザープロファイルを自由に使い分けるこ
とができる。【図 16】

たとえば部門や役職によって権限や
メニューを自動ログオンするユーザープ
ロファイルで制御ができるので、SP4i
では利用ユーザーにも柔軟に対応できる
ようになる。

6.おわりに
本稿では、新しい Web ブラウザ環境

への対応方法として、JC/400 から SP4i
へのマイグレーションのポイントを説明
した。

マイグレーションの内容としては、
JC/400（IE 限定）のプログラムがその
まま SP4i（別の Web ブラウザ）で動か
せる内容となっているが、4 章で例示し
たように HTML5 などの機能や jQuery
などのライブラリを組み込めば、今まで
以上に綺麗なデザインで高機能な Web
画面にカスタマイズしていくことができ
る。

また冒頭でも述べたとおり、SP4i は
ハイブリッド Web アプリケーションと
しての機能を持っているため、単純に
Chrome や Safari で動かせるようにな
るだけでなく、モバイル向けのアプリ
ケーションも開発できる。本稿では
SP4i のモバイルアプリケーション開発
までは説明をしていないが、RPG をベー
スとしたアプリケーションでカメラや
バーコード、マップなどの機能が活用で

組み込んだカスタマイズを行うこともで
きる。

jQueryとは、アメリカのプログラマー
John Resig（ジョン・レッシグ）氏によっ
て開発・公開された JavaScript 用のラ
イブラリである。jQuery は著作権表示
を消さなければ、商用・非商用を問わず、
誰でも自由に利用することができるメ
ジ ャ ー な オ ー プ ン ソ ー ス で あ る。
jQuery を使うメリットは大きく 2 つあ
る。

Ⅰ.   jQuery の JavaScript を使うとコー
ディング量が減らせる

Ⅱ.   jQuery に対応したオープンソース
の部品が利用できる

Ⅰについては、JavaScript で複数行
にわたるソースコードも、jQuery では
1 つのメソッドで実現できる場合も多
く、ソースコードを簡略化することがで
きる。

Ⅱについては、jQueryを利用したオー
プンソースの部品も Web 上には多く公
開 さ れ て お り、 た と え ば

「OVERSCROLL.JS」というオープン
ソースを利用すると、ヘッダーを固定し
たままスクロールできる便利なサブファ
イルの表部品を利用可能である。【図
14】【図 15】

あくまで jQuery の一例ではあるが、
活用すると使いやすい画面を労なく作成
できる。jQuery などを使った詳しい拡
張方法については、2015 年のテクニカ
ルレポート No.8 に掲載されている「ス
マートデバイス開発で役立つ 画面拡張
テクニック」を参照いただきたい。

このように SP4i にマイグレーション
したアプリケーションでは、使用できる
Web ブラウザの種類が増えるだけでな
く、新しい画面設計や機能拡張にも対応
できるメリットがある。

5.�補足：自動ログオン�
機能の強化

最後に JC/400 から SP4i で強化され
た環境の違いとして自動ログオン機能に
ついて補足する。自動ログオン機能とは、
ログオン画面のユーザー／パスワードの
入力を省略してアプリケーションを使用
できる機能である。SP4i ではこの自動

はできないが、SP4i に直接関連する関
数の使用について説明する。

JC/400 利用時に JavaScript を記述し
ている場合、画面の項目値（要素）を取
得 す る 関 数 と し て、document.get 
ElementById 関 数、document.get 
ElementsByName 関数を使用すること
が多い。この関数を SP4i で使用する場
合は、それぞれ、SP4i.getElementById
関 数、SP4i.getElementsByName 関 数
として変更する必要がある。【ソース 2】

【ソース 3】
また画面プログラムについては、基本

的に変更を必要としないが、IE に限定
し た JavaScript の 機 能（ た と え ば
ActiveX など）を独自に使っている場
合は、ほかの Web ブラウザでは機能し
ないので注意が必要である。

3-1 〜 3-3 の 修 正 が 完 了 す れ ば、
JC/400 からマイグレーションした SP4i
のアプリケーションが完成である。

これにより、今まで IE だけで利用し
ていた Web アプリケーションが、他の
Web ブラウザでも実行できるようにな
る。【図 11】は、IE で実行する JC/400
のアプリケーションの例、【図 12】が
SP4i へマイグレーションして、Chrome
や Edge で実行した例である。

SP4i で実行すれば IE はもちろん、
Windows10 に搭載の新 Web ブラウザ
Edge、Chrome、Safari、Firefox 等、
企業で使用されるであろう、ほぼすべて
の Web ブラウザで利用することができ
る。

4.�マイグレーションに�
伴う拡張性

前章までの内容で基本的なマイグ
レーションは完了である。SP4i では IE
以外のWebブラウザで実行できるため、
クロスブラウザ対応ができたことになる
が、メリットはそれだけではない。SP4i
で は、HTML5 に 対 応 し て い る た め
css3 を利用してデザインが可能となり、
レスポンシブデザインで画面も実装でき
る。【図 13】

レスポンシブデザインとは 1 つの
HTML からデバイスの画面サイズに合
わせて複数の見え方で表現する手法であ
る。

また jQuery などのオープンソースを
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図7　WEBサーバーへ配布

図6　IBMiへ配布
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きるので、RPG で実現できるシステム
の幅が大きく広がる。【図 17】

このマイグレーションを入り口に、
SP4i を新しいアプリケーション開発の
開拓にも役立てていただければ幸いであ
る。
 M
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図8　変更が必要なAPI名

ソース1　JC/400のライブラリリスト

SP4iのライブラリリスト
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図10　変更が必要なフィールド変数名②

図9　変更が必要なフィールド変数名①
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ソース3　JC/400のgetElementsByName

ソース2　JC/400のgetElementByld

SP4iのgetElementByld

SP4iのgetElementsByName
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図12　SmartPad4iアプリ実行画面

図11　JC/400アプリ実行画面
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図14　通常のサブファイルの一覧表

図13　画面サイズに合わせたレスポンシブ画面
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ソース4　

図15　オープンソース部品を使った一覧表
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図17　モバイルのアプリケーション

図16　自動ログオンの仕組み
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